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令
和
3
年
度
当
初
予
算
成
立
！

～新年度に向けて思いを新たに～
第1回定例会では、新年度予算を中心に慎重な審議を重ねました。
町民フリースピーチの開催など、議会の新しい取り組みにも

ご注目ください！

いっぺん見てみてみたけ



第１日目（３月 3日）

・ 町長の施政方針の発表

・ 議長報告（２件）

・ 議案の上程、提案理由の説明（19件）

・ 審議・採決（８件）

・ 請願の委員会付託（１件）

第２日目（３月 10日）

・ 一般質問（５議員）

第３日目（３月 11日）

・ 議案（令和３年度各会計当初予算６件）を民生文教常任委員会・総務建設産業常任委員
会に付託

民生文教常任委員会（３月 15日）

・ 令和３年度一般会計予算の民生文教常任委員会所管部分、令和３年度国民健康保険特別
会計予算、令和３年度後期高齢者医療特別会計予算、令和３年度介護保険特別会計予算
を審査・採決

総務建設産業常任委員会（３月 17日）

・ 令和３年度一般会計予算、令和３年度水道事業会計予算、令和３年度下水道事業会計予算、
請願（１件）を審査・採決

第４日目（３月 19日）

・ 追加議案の上程、提案理由の説明（２件）

・ 各常任委員会に付託された議案、請願の審査結果報告・審議・採決（７件）

・ その他議案の審査・採決（７件）

第１回 定例会  3月3日～19日

■ 令和３年度当初予算などの議案21件・請願１件を審議・採決
■ ５議員が町政一般について質問

みたけ議会のたより （令和3年5月1日号）
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暮らしの安全性を向上する
●新庁舎等整備事業 7億7,745万円
●インフラ整備・長寿命化事業 3,410万円
暮らしの安心・安全を支える
●亜炭鉱跡防災対策事業 6億5,537万円
●土砂災害ハザードマップ作成事業 546万円
環境にやさしいまちを実現する
●環境都市交流体験事業 238万円
●再生可能エネルギー活用推進事業 320万円
地域の魅力を効果的に発信する
●AＩチャット総合案内サービス事業 32万円
●リモート観光ツアー配信事業 134万円
誰もが安心して暮らせるまちにする
●中児童館新築事業 480万円
まちの個性と地域文化を創造する
●国史跡「中山道」景観整備事業 689万円
●願興寺本堂修理補助金 330万円

令和3年度一般会計予算
80億2，800万円を全員賛成で可決

各種会計予算一覧表
各種会計予算 総　　額

一般会計 80億2,8００万円
国民健康保険特別会計 ２1億8,00０万円
後期高齢者医療特別会計 ２億4,10０万円
介護保険特別会計 １７億4,760万円
水道事業会計 ８億2,700万円
下水道事業会計 １１億7,505万円

合　　計 141億9,865万円

令和３年度当初予算が、各常任委員会の審議を経て可決されました

キーワ－ドは
シン・ミタケを実現する予算

新

新

森

進

伸

伸

心

心

木造新庁舎に木材を調達する町有林

みたけ議会のたより  （令和3年5月1日号）
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山田儀雄 委員 

辺
地
整
備
総
合
計
画
に
基
づ
く
道
路
改

良
事
業
の
執
行
見
通
し
は

 

新
庁
舎
事
業
を
控
え
て
い
る
状
況
で
は
あ
る

が
、
で
き
る
限
り
計
画
ど
お
り
執
行
で
き
る

よ
う
努
め
る
。（
総
務
防
災
課
）

伏屋光幸 委員 

サ
ポ
カ
ー
補
助
金
制
度
を
新
設
し
た
が
、

補
助
対
象
を
10
件
と
し
た
根
拠
は

 

周
辺
町
村
の
交
付
実
績
を
町
内
該
当
者
に
当

て
は
め
て
算
出
し
た
も
の
。（
総
務
防
災
課
）

大沢まり子 委員 

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
利
用

方
法
と
問
合
せ
の
対
象
と
な
る
業
務
な

ど
は

 
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
利
用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
会
話
形
式
に
よ
り
町
へ
の
問
合
せ
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。
対
象
は
町
政
全
般

で
あ
る
。（
総
務
防
災
課
）
※
注

奥村悟 委員  

新
庁
舎
等
建
設
基
本
設
計
・
実
施
設
計

業
務
は
９
月
末
に
完
了
予
定
と
聞
い
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
実
施
設
計
の
見
通

し
は

 

基
本
設
計
が
見
込
み
よ
り
ず
れ
込
む
可
能
性

も
あ
る
が
、
実
施
設
計
も
含
め
令
和
３
年
度

中
に
完
了
さ
せ
る
見
込
み
で
あ
る
。（
総
務

防
災
課
）

清水亮太 委員 

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
に
つ
い
て
、
防
災
用
と
し

て
は
安
価
で
あ
る
が
、
接
続
可
能
な
台

数
は

 

推
奨
さ
れ
る
接
続
台
数
は
80
台
で
あ
る
が
、

最
大
２
５
０
台
ま
で
接
続
で
き
る
仕
様
で
あ

る
。（
総
務
防
災
課
）

問答問答問答問答問答

安藤雅子 委員 

生
活
習
慣
予
防
教
室
は
町
民
健
康
維
持
の
た

め
大
切
な
施
策
と
考
え
る
が
、
予
算
額
が
減

少
し
て
い
る
理
由
は

 

近
年
の
実
績
に
よ
り
予
算
額
は
減
少
し
て
い
る

が
、
教
室
の
開
催
回
数
は
令
和
２
年
度
と
同
一
回

数
を
予
定
し
て
い
る
。（
保
険
長
寿
課
）

岡本隆子 委員  

公
民
館
な
ど
の
小
型
家
電
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

つ
い
て
、回
収
品
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
こ
れ
に
よ
り
不
法
投
棄
が
増
え
て
い

な
い
か

 

回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
有
用
金
属
の
再
資
源
化
を
促

進
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
回
収
品
の

大
き
さ
と
品
目
を
限
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
関
連

し
た
不
法
投
棄
の
増
加
は
な
い
。（
住
民
環
境
課
）

高山由行 委員 

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
取
り
組
み
は
大
変

評
価
で
き
る
が
、
実
績
と
今
後
の
傾
向
は

 

令
和
２
年
度
実
績
は
７
件
の
交
付
で
、
前
年
度
を

下
回
っ
た
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
も
の
と
分

析
し
て
い
る
。
そ
れ
を
差
し
引
け
ば
、
年
々
需
要

が
高
ま
っ
て
い
る
。（
福
祉
課
）

谷口鈴男 委員  

み
た
け
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
倶
楽
部
は
、
複
数

の
町
施
設
の
指
定
管
理
に
よ
り
、
自
主
運
営

が
で
き
て
い
る
と
考
え
る
が
、
別
に
補
助
金

を
交
付
す
る
理
由
は

 

指
定
管
理
料
の
ほ
と
ん
ど
は
人
件
費
で
あ
る
。
補

助
金
は
団
体
の
運
営
に
対
す
る
補
助
で
あ
る
。
た

だ
し
、
町
と
し
て
団
体
の
経
理
状
況
を
し
っ
か
り

と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。（
生
涯
学
習
課
）

福井俊雄 委員 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
が
こ
の
２
月
に
児
童
生
徒
に
貸
与
さ

れ
た
が
、
台
数
の
不
足
な
ど
が
起
き
て
い
な

い
か

 

一
部
の
学
年
で
は
、
端
末
を
共
同
で
利
用
し
て
い

る
。
今
後
順
次
解
消
す
る
見
込
み
で
あ
る
。（
学

校
教
育
課
）

問答問答問答問答問答

常任委員会での審議内容常任委員会での審議内容
総務建設産業常任委員会、民生文教常任委員会において、令和３年度予算などを慎重に審
議しました。委員会での各委員からの質疑内容の一部を掲載します。  ※答のカッコ内は担当課

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

※注「LINE 社の個人情報管理不備事案報道を受け、4 月 15 日現在、サービスの安全性が確認できるまで、LINE からの AI チャットボットへのアクセスを
停止しています。（町ホームページからはアクセスできます）」

みたけ議会のたより （令和3年5月1日号）
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議
長
報
告

●
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に

つ
い
て
（
令
和
２
年
11
月
か
ら

令
和
３
年
１
月
分
ま
で
）

●
令
和
２
年
御
嵩
町
議
会
第
４
回

定
例
会
会
議
録
の
調
製
に
つ
い

て

報　
　

告

●
御
嵩
町
介
護
保
険
条
例
の
改
正

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
に
よ
り
、
介
護
保
険

料
の
算
定
の
基
準
と
な
る
標
準
月
額

保
険
料
を
見
直
す
こ
と
か
ら
、
同
条

例
の
関
係
部
分
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
の
同
意

が
求
め
ら
れ
、
賛
成
全
員
で
推
薦

同
意
し
ま
し
た
。　
　

任
期
は
令
和
３
年
７
月
１
日
か

ら
令
和
６
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

　　
か
ぎ

山や
ま 

博ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
（
小
原
）

　

葛く
ず

谷や

三み

千ち

代よ

さ
ん
（
長
岡
）

　

古ふ
る

木き 

増ま
す

美み

さ
ん
（
顔
戸
北
）

●
御
嵩
町
附
属
機
関
の
設
置
に
関

す
る
条
例
の
改
正

「
み
た
け
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
協
議
会
」
を
廃
止
し
、「
環
境

モ
デ
ル
都
市
推
進
協
議
会
」
を
設

置
す
る
た
め
、
同
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

人　
　

事

条
例
の
改
正（
主
な
も
の
）

そ
の
他

補
正
予
算

●
町
有
財
産
（
土
地
）
の
処
分
に

つ
い
て

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
に
伴

う
事
業
用
地
と
し
て
、
町
有
財
産

(

土
地)

を
処
分
す
る
に
あ
た
り
議

決
を
求
め
る
も
の
。

売
買
面
積

　

８
，８
６
３
．４
４
㎡

契
約
の
相
手
方

　

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

一
般
会
計
、
特
別
会
計
と
も
に

決
算
を
見
込
ん
だ
事
業
費
な
ど
、

歳
入
、
歳
出
の
増
減
な
ど
の
補
正

を
行
い
ま
し
た
。

（
下
表
参
照
）

会　　計 補正額 補正後の総額

一般会計補正予算（第9号） 4,800万7千円の増 132億8,342万6千円

一般会計補正予算（第10号） 1,986万2千円の増 133億　328万8千円

国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 505万8千円の増 23億5,252万6千円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） 499万円の増 2億4,804万6千円

介護保険特別会計補正予算（第3号） 251万9千円の増 18億6,206万9千円

みたけ議会のたより  （令和3年5月1日号）
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審 結議 果

【表示記号】
賛否状況：○…賛成
　　　　　×…反対
　　　　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定、採択、同意
　　　　　●…否決、不承認、不認定、不採択

議　　　員　　　名

議 

決 

結 

果

高　

山　

由　

行

清　

水　

亮　

太

福　

井　

俊　

雄

奥　

村　
　
　

悟

安　

藤　

信　

治

伏　

屋　

光　

幸

安　

藤　

雅　

子

山　

田　

儀　

雄

大　

沢　

ま
り
子

岡　

本　

隆　

子

谷　

口　

鈴　

男

議案第 7号～第 27号 － ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

請願第 1号 － × × × 欠 × ○ × × ○ ○ ●

議案番号 事　　　　件　　　　名 結果

議案第７号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案同意

議案第８号 令和３年度御嵩町一般会計予算について 原案可決

議案第９号 令和３年度御嵩町国民健康保険特別会計予算について 原案可決

議案第10号 令和３年度御嵩町後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決

議案第11号 令和３年度御嵩町介護保険特別会計予算について 原案可決

議案第12号 令和３年度御嵩町水道事業会計予算について 原案可決

議案第13号 令和３年度御嵩町下水道事業会計予算について 原案可決

議案第14号 令和２年度御嵩町一般会計補正予算（第９号）について 修正可決

議案第15号 令和２年度御嵩町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 原案可決

議案第16号 令和２年度御嵩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について 原案可決

議案第17号 令和２年度御嵩町介護保険特別会計補正予算（第３号）について 原案可決

議案第18号 御嵩町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第19号 御嵩町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第20号 御嵩町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例等の一部を改
正する条例の制定について 原案可決

議案第21号 権利の放棄及び和解について 原案可決

議案第22号 町道の路線認定について 原案可決

議案第23号 工事請負契約の変更について（平成30年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災対策事業第２、３
期防災工事） 原案可決

議案第24号 工事請負契約の変更について（令和元年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災対策事業第5-3-3期
防災工事） 原案可決

議案第25号 町有財産（土地）の処分について 原案可決

議案第26号 令和２年度御嵩町一般会計補正予算（第10号）について 原案可決

議案第27号 御嵩町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

請願第１号 日本政府に核兵器禁止条約への賛同署名と国会での批准を求める意見書の提出を求める請願書 不採択

みたけ議会のたより （令和3年5月1日号）
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みたけ議会のたより  （令和3年5月1日号）
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令和２年度一般会計補正予算（第９号）を修正可決しました令和２年度一般会計補正予算（第９号）を修正可決しました
　議案第14号　令和２年度一般会計補正予算（第９号）については、本会議で修正案が提出
され、審議の結果、修正可決（賛成全員）しました。

● 修正案の内容と提出理由は？

● 修正の対象となった事業は？

● 審議のながれ

議案第14号　令和２年度一般会計補正予算（第９号）に対する修正案

　総額7,082万4千円の補正予算案中、重要文化財願興寺本堂修理補助金として計上されて
いる2,281万７千円を削除し、また歳入のうち、基金繰入を同額分減額するもの。

＜修正案の提出理由＞
①この年度末の時期に補正予算で支出する理由が明確でなく、具体的な使途も不明である。
合わせて、来年度の当初予算にはこれに関連する予算が計上されていない。
②補助金をそのまま積み立てした場合、その後の執行状況をどのように管理するのか。
③願興寺の保護・保存に関する具体的な事業ではなく「積み立て事業」に対する補助が、
補助金交付要綱に沿った執行とは言えない。町の補助金制度を見直したのちに提出され
れば、議会は積極的に協力する。

　一般会計補正予算案のうち、平成27年から令和元年度のふるさと納税を財源とする「重
要文化財願興寺本堂修理補助金」2,281万７千円を、願興寺本堂修理保存会の基金積み立
て事業として交付するもの。

　　　　　　「議案の修正」とは…
　町長から議会に議案の提出があった場合、本会議お
よび常任委員会で審査し、議決を行います。
　議員は必要に応じて議案を修正することができま
す。議案の修正を行う場合、その議案の目的の範囲内
において、修正案を提出することになります。

町長から
議案提出

町長部局
から説明、
質疑

議員から
議案の修
正案提出

修正案に
対する審
議

修正部分
の採決

修正部分
を除いた
部分の採
決

ぎかいメモ



●総務建設産業常任委員会の審議結果
賛成者なしにより「不採択すべきもの」と決定

●原案に対する討論
（討論を行う場合は、原案に対して賛成者と反対者が交互に発言する
「討論交互の原則」に基づいて進められます。）

　　　　　安藤　雅子　議員
調査によれば世論の 70％近くの人が「核兵器禁止条約」に参加すべきとしています。国が橋渡し役

を考えている現在、地方議会として私達にできることは、世界で唯一の被爆国として、「非核平和都市
宣言」をした町として、地元の人々の平和を願う声を国に届けることが大切と考えます。よってこの請
願に賛成します。

　　　　　奥村　　悟　議員
核兵器禁止条約が発効し、「核なき世界」の理想に一歩近づいたと言える。しかし、核兵器保有国の

参加の無い核兵器禁止条約そのものに実効性はないと考える。
北朝鮮や中国の核の脅威に、日本はアメリカの傘のもと守られている。日本の安全が脅かされよう

としている今日、平和で暮らせるのは日米両国の緊密な安全保障政策による抑止力により守られている。
「条約が発効したとしても、我が国の立場に照らし、条約に署名する考えはない」という今までと変わ
りはない国の立場からも、国の動向を注視するべきと考えるため反対。

　　　　　岡本　隆子　議員
この請願は、町議会が県下初の非核平和都市宣言をして以降、32年にわたって「平和のつどい」を

開催し、多くの町民が参加してきた団体から提出されたものである。そういう市井の人々から出された
声を国に届けることは地方議会の役割であると考える。被爆国日本が「橋渡し」になるためにも地方の
声を国会に届け、さらなる議論につなげたい。

　　　　　福井　俊雄　議員
核兵器が戦争に対しての抑止力になっていると私は考えています。しかし、我が国は不幸にも核に

翻弄された国である事も事実です。現在取り組むべき課題は「被爆国として核の怖さを伝えること」と
「不拡散を進めること」が最重要だと考え、私は反対します。

当ページに掲載した各意見は、発言議員本人の文責です。

反　対賛　成

賛　成反　対

反　対賛　成

反　対

「請願第１号　日本政府に核兵器禁止条約への賛同署名と国会での批准を求める意見書の提
出を求める請願書」 の審議内容

3月17日　総務建設産業常任委員会

みたけ議会のたより （令和3年5月1日号）
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一 般 質 問 と は ？
皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が町に対して質問を行います。今回
の一般質問であなたの生活にかかわる内容は
ありますか？

福井　俊雄　議員 � ������ 10 ページ
○障がい者の雇用対策について

奥村　悟　議員 � ������� 10 ページ
○中山道の歴史文化を軸とした観光行政について

岡本　隆子　議員 � ������ 11 ページ
○中保育園について
○リニア工事に関し、町有地への対策土搬入に

ついて

清水　亮太　議員 � ������ 12 ページ
○住宅政策の今後について

大沢　まり子　議員 ������ 12 ページ
○新型コロナウイルス接種体制について

（掲載順は本会議での質問順とは異なります）

きいてみたいな、
こんなこと

一 般 質 問

一般質問の「問・答」は、質問議員本人の文責です。一般質問
のページに掲載した内容について、議員に直接連絡がつかない場
合は、ご質問の内容、お名前、連絡先（住所、電話番号等）を添
えて、議会事務局まで書面にてお届けくだされば、各議員に連絡
いたします。

文責についてお知らせ

掲載してある質問、答弁は要約となっております。会議録は町
ホームページや議会事務局で閲覧できます。

内容について

みたけ議会のたより  （令和3年5月1日号）
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①
御
嵩
町
観
光
基
本
計
画
の
５

年
間
の
検
証
と
成
果
は

②
第
２
次
観
光
基
本
計
画
は
、
何
を

コ
ン
セ
プ
ト
・
目
標
に
お
い
て
策
定

さ
れ
る
の
か

③
御
嶽
宿
・
伏
見
宿
を
持
つ
中
山
道

の
５
年
先
、
10
年
先
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は

　
　�

【
総
務
部
長
】

①
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
と
い
う

想
定
外
の
事
態
も
あ
っ
た
が
、
官
民

連
携
の
も
と
計
画
を
推
進
し
て
い
く

う
え
で
重
要
視
し
て
い
た
ま
ち
づ
く

り
会
社
の
設
立
や
体
験
型
観
光
の
掘

り
起
こ
し
な
ど
、
遅
々
と
で
は
あ
る

が
計
画
に
沿
っ
た
事
業
の
展
開
が
で

き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

②
中
山
道
を
軸
と
し
て
、
伏
見
地
区
、

中
・
御
嵩
地
区
、
上
之
郷
地
区
、
鬼

岩
公
園
地
区
の
４
つ
の
区
域
の
特
色

に
応
じ
た
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
事
業
の

展
開
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
願

興
寺
の
再
建
工
事
を
観
光
資
源
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
や
、
落
成
後
、
御

嶽
宿
の
観
光
の
柱
と
す
る
た
め
の
施

策
な
ど
を
盛
り
込
み
、
手
作
り
で
策

定
を
考
え
て
い
る
。

　
　�

【
町
長
】

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
、

国
が
示
す
方
針
な
ど
、臨
機
応
変
な
対

応
が
必
要
と
な
る
中
、願
興
寺
を
核
と

し
た
芯
の
あ
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、近
い
と
こ
ろ
に
あ

る
と
価
値
に
気

付
か
な
い
こ
と

も
あ
る
た
め
、

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
で
き
る
も
の

を
探
し
て
い
く

よ
う
に
し
た
い
。

問答

答

　
　
①
町
の
障
が
い
者
就
労
支
援
政

策
に
つ
い
て

②
町
内
障
が
い
者
雇
用
率
と
そ
の
考

察
に
つ
い
て

③
法
定
雇
用
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う

町
の
対
応
策
と
御
嵩
町
役
場
の
障
が

い
者
雇
用
率
に
つ
い
て

　
　�

【
民
生
部
長
】

①
そ
の
方
の
障
が
い
特
性
な
ど
に

よ
っ
て
、
企
業
な
ど
へ
の
一
般
就
労

と
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
事

業
所
な
ど
の
福
祉
的
就
労
の
２
つ
に

分
か
れ
て
い
る
。
障
が
い
者
の
就
労

の
可
能
性
を
見
出
す
べ
く
、
福
祉
事

務
所
な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
と
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

②
県
内
の
障
が
い
者
雇
用
率
・
雇
用

者
数
は
、
増
加
傾
向
、
民
間
企
業
も

障
が
い
者
雇
用
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、

本
町
の
事
業
所
に
お
け
る
障
が
い
者

の
雇
用
率
は
か
な
り
低
い
。
改
め
て
、

障
が
い
者
の
雇
用
を
増
加
さ
せ
る
べ

く
、
努
力
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　�

【
副
町
長
】

③
御
嵩
町
の
障
が
い
者
雇
用
率
は
１
・

21
％
で
あ
り
、
法
定
雇
用
率
２・
５
％

に
達
し
て
い
な
い
。
法
定
雇
用
率
達

成
に
は
、
４
人
の
障
が
い
者
を
雇
用

す
る
必
要
が
あ
り
、
２
人
不
足
し
て

い
る
。

関
係
機
関
へ
の
採
用
に
係
る
情
報

提
供
を
積
極
的
に
行
い
、
多
く
の
障

が
い
者
の
方
が
職
員
募
集
に
応
じ
て

い
た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

問答

答

奥村悟　議員

中
山
道
の
歴
史
文
化
を
軸
と
し
た

観
光
行
政
に
つ
い
て

願
興
寺
を
核
と
し
た
芯
の
あ
る

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
で
進
め
て
い
く

問答

福井俊雄　議員

障
が
い
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

雇
用
を
増
加
さ
せ
る
よ
う
努
め
る

問答

街道文化を今に伝える中山道みたけ館

みたけ議会のたより （令和3年5月1日号）
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新
中
保
育
園
は
予
定
よ
り
遅
れ
、

令
和
５
年
度
開
園
予
定
で
あ
る
。

①
民
営
化
は
い
つ
始
ま
る
か

②
現
園
舎
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
か

③
新
築
の
場
所
を
現
園
舎
の
隣
接
地

に
変
更
は
で
き
な
い
か

　
　�

【
民
生
部
長
】

①
滞
り
な
く
民
営
化
に
移
行
で
き
る

よ
う
、
指
定
管
理
者
は
保
育
園
運
営

を
行
っ
て
い
る
。
民
営
化
の
は
じ
ま

る
時
期
は
、
新
中
保
育
園
の
開
園
の

時
期
で
あ
る
。

　
　�

【
町
長
】

②
１
年
程
度
の
遅
れ
が
想
定
さ
れ
る

状
況
で
あ
る
が
、
現
園
舎
の
耐
震
補

強
は
せ
ず
、
新
園
舎
の
整
備
を
進
め

て
い
く
。
安
全
面
に
つ
い
て
は
、
他

の
自
治
体
の
事
例
も
研
究
し
、
ソ
フ

ト
面
で
し
っ
か
り
と
対
応
を
し
て
い

く
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。
手
続
き

を
進
め
る
中
で
地
元
と
の
交
渉
に
時

間
を
要
し
て
い
る
が
、
早
急
に
同
意

を
い
た
だ
け
る
よ
う
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

③
新
庁
舎
等
整
備
事
業
に
お
い
て
、

新
築
、
木
造
、
移
設
す
る
の
で
あ
れ

ば
施
設
の
集
約
と
い
う
点
は
明
確
に

示
し
な
が
ら
進
め
て
き
た
。
移
転
先

に
つ
い
て
も
新
庁
舎
整
備
特
別
委
員

会
に
お
い
て
十
分
に
議
論
さ
れ
、
決

定
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
場
所
の
変
更
に
つ
い
て
検
討

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
会
の
中
で
も

議
論
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

問答答

　
　
①
リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
町

内
か
ら
出
る
建
設
発
生
土
は
90
万
㎥

と
説
明
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
根

拠
は
。

②
町
有
地
に
要
対
策
土
を
搬
入
す
る

こ
と
の
町
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
な
に

か
。

　
　�

【
企
画
調
整
担
当
参
事
】

①
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
美
佐
野
工
区

は
全
長
約
６
・
９
㎞
で
、
複
数
の
行

政
区
に
ま
た
が
る
工
区
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
東
海
の
計
画
は
、
建
設
発
生

土
の
う
ち
約
40
万
㎥
の
健
全
土
を
民

有
地
に
、
一
部
対
策
土
を
含
ん
だ
発

生
土
約
50
万
㎥
を
町
有
地
に
搬
入
す

る
内
容
で
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
の
断
面

を
一
律
１
０
０
㎡
と
し
、
ト
ン
ネ
ル

延
長
及
び
土
量
の
変
化
率
を
乗
じ
て

発
生
土
量
を
算
出
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
　�

【
町
長
】

②
要
対
策
土
を
搬
入
す
る
こ
と
を
前

提
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
メ
リ
ッ
ト

は
な
い
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
国
策
と
い
う

マ
ク
ロ
な
視
点
、
我
々
は
地
元
の
安

心
・
安
全
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
視
点
で

思
考
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
協
議

に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。
要
対
策

土
に
つ
い
て
は
専
門
家
（
プ
ロ
）
の

意
見
を
聞
い
て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。
４
月
か
ら
そ
う
し
た
方
々
に
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
き
た
い
。

問答

答

岡本隆子　議員

中
保
育
園
に
つ
い
て

現
園
舎
の
耐
震
補
強
は
せ
ず
、

新
園
舎
の
整
備
を
鋭
意
進
め
る

問答

リ
ニ
ア
工
事
に
関
し
、

町
有
地
へ
の
対
策
土
搬
入
に
つ
い
て

専
門
家（
プ
ロ
）の
意
見
を
聞
く

準
備
を
進
め
て
い
く

問答

みたけ議会のたより  （令和3年5月1日号）
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御
嵩
町
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
に
つ
い
て
伺
う

　
　�

【
民
生
部
長
】

御
嵩
町
へ
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
４

月
26
日
の
週
に
１
箱
（
２
回
接
種
で

４
８
７
人
分
）
が
供
給
さ
れ
る
。
こ

の
１
箱
は
、
ま
ず
は
、
高
齢
者
施
設

の
入
所
者
か
ら
接
種
を
ス
タ
ー
ト
す

る
よ
う
県
か
ら
指
示
が
で
て
い
る
。

接
種
券
は
、
４
月
23
日
を
目
途
に
予

診
票
と
い
っ
し
ょ
に
自
宅
へ
郵
送
す

る
予
定
だ
が
、
接
種
予
約
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
状
況
を
見
な
が
ら
、
予

約
を
受
け
る
。
高
齢
者
施
設
入
所
者

か
ら
と
な
る
の
で
、
入
所
者
以
外
の

高
齢
者
の
方
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。

接
種
会
場
は
町
内
６
つ
の
病
院
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
個
別
接
種
を
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
集
団
接
種
を
実
施
す
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
い
つ
か
ら
始

ま
る
の
か
」
な
ど
多
く
の
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
よ
り

多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
３
月
中
に

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
。
接

種
体
制
を
整
え
て
、
町
民
の
方
に
は

情
報
提
供
や
相
談
に
応
じ
、
安
心
し

て
接
種
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
て
い
く
。

※
答
弁
は
３
月
９
日
時
点
の
内
容
で
す
。

問答

　
　
①
町
営
住
宅
の
将
来
的
な
政
策

の
概
要
は

②
過
去
の
答
弁
で
触
れ
ら
れ
た
福
祉

や
人
口
対
策
と
し
て
の
住
宅
政
策
の

展
望
は

③
人
口
対
策
と
し
て
の
住
宅
政
策
の

指
針
は

④
町
営
住
宅
建
設
基
金
の
今
後
は

　
　�

【
町
長
】

①
町
営
住
宅
は
、
将
来
的
に
板
良
住

宅
に
全
て
を
整
理
統
合
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
が
、
現
存
の
住
宅
へ
の

需
要
を
把
握
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め

て
い
く
。
新
し
い
町
営
住
宅
を
建
設

す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
今
の
世
代

に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
住
環
境
と
な

る
よ
う
考
え
て
い
く
。

②
町
営
住
宅
の
入
居
状
況
、
募
集
に

対
す
る
応
募
状
況
か
ら
、
直
接
的
な

人
口
対
策
と
す
る
こ
と
は
、
難
し
い

と
感
じ
て
い
る
。

③
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
補
助
で
は
な
く
、

戸
建
住
宅
の
建
設
、
購
入
、
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
に
対
す
る
制
度
設
計
に
今
後

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

④
町
営
住
宅
建
設
基
金
は
、
公
営
住

宅
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
伴
っ

て
町
営
住
宅
を
払
い
下
げ
た
際
の
代

金
を
新
た
な
住
宅
建
設
を
目
的
と
し

て
積
み
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
他
の

目
的
で
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
条
例
改

正
や
こ
れ
ま
で
交
付
を
受
け
た
補
助

金
の
取
り
扱
い
の
確
認
な
ど
が
必
要

と
な
る
こ

と
も
あ
り
、

い
ま
だ
検

討
段
階
と

な
っ
て
い

る
。

問答

大沢まり子　議員

～
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
を
願
っ
て
～

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
に
つ
い
て

町
民
の
方
に
安
心
し
て
接
種
い

た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
整
え
る

問答

清水亮太　議員

住
宅
政
策
の
今
後
に
つ
い
て

町
営
住
宅
の
整
理
統
合
、

人
口
対
策
を
総
合
的
に
検
討
す
る

問答

ワクチン接種時の受付用プレハブ

空き家になっている町営住宅

みたけ議会のたより （令和3年5月1日号）
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お知らせ

本会議�
議案などを審議し、議会の最
終的な意思を決定する、全議員
で構成する会議です。議長が議
事を進行します。

一般質問�
議員が、定例会本会議におい
て、議案に関係なく広く行政全
般にわたって、執行部の報告、
説明、所信の表明を求め、疑問
点をただすことです。

審議�
議案などについて説明を聞き、
質疑し、討論をし、表決をする
一連の流れのことです。

ご希望の方は、議会当日、議会事務局受付（役場２階）で住所、氏名
などを所定の用紙に記入後、傍聴券をお受け取りください。
　　　　感染症予防のため、マスクの着用、手指の消毒をお願いします。
また、発熱、せき、くしゃみ、のどの痛みなどの症状がある場合は、
傍聴をご遠慮ください。（受付時の検温にご協力ください。）

お願い
一般質問の模様が生中継（場
合によっては録画放送）されま
す。ぜひ、ご覧ください。

月　日 曜日 会議 内　容

6月 9日 水 本会議 会期の決定、諸般の報告、
議案の上程及び提案理由の説明

15日 火 本会議 一般質問

16日 水 本会議 一般質問

18日 金 本会議 議案の審議及び採決

議会を傍聴しませんか

次回
令和３年
第２回定例会（予定）
６月９日（水）から６月18日（金）

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

議会を傍聴するには？？ 一般質問はケーブルテレビ
可児でご覧いただけます

２月
  3日 第１回臨時会

新庁舎等建設特別委員会協議会
10日 リニア建設発生土に係るＪＲ説明会
12日 議会運営委員会

新庁舎等建設特別委員会協議会
15日 総務建設産業常任委員会協議会
16日 地方財政対策等説明会
18日 民生文教常任委員会協議会
19日 可茂町村議会議長会 第３回議長会
24日 全員協議会

議会運営委員会
議会活性化研究会

（２月・３月）議 会 日 誌
３月

  3日 第１回定例会（初日）
議会運営委員会
議会報編集委員会

  4日 可児川防災ため池組合議会定例会
可茂地域一部事務組合議会 第１回定例会

10日 第１回定例会（一般質問）
議会活性化研究会

11日 第１回定例会（委員会付託）
15日 民生文教常任委員会
16日 七宗町長選挙出陣式
17日 総務建設産業常任委員会
19日 第１回定例会（最終日）

23日 名鉄広見線活性化協議会
24日 議会報編集委員会

岐阜県町村議会議長会 評議員会
25日 全員協議会
26日 可児市・御嵩町中学校組合議会
30日 グループホームあらきの落成式

第１回定例会（最終日）

みたけ議会のたより  （令和3年5月1日号）
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議
会
活
動

ご
案
内
は
ミ
ー
モ
く
ん
で
し
た
。

次
号
は
9
月
発
行（
第
2
回
定
例
会
）予
定
で

す
。
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

■令和3年5月1日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239－1　☎0574－67－2111
【ホームページURL】https://www.town.mitake.lg.jp/　【メールアドレス】gikai@town.mitake.lg.jp

故
加
藤
保
郎
議
員
へ
の
追
悼

２
月
３
日
（
水
）
の
第
１
回
臨
時

会
に
先
立
ち
、
去
る
12
月
23
日
に
逝

去
さ
れ
た
加
藤
保
郎
議
員
の
ご
冥
福

を
祈
り
、
高
山
由
行
議
長
が
追
悼
の

言
葉
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

退
職
者
へ
の
花
束
贈
呈

３
月
19
日
（
金
）
定
例
会
閉
会
後

に
、
令
和
2
年
度
を
も
っ
て
定
年
退

職
さ
れ
た
職
員
４
人
に
、
御
嵩
町
議

員
会
か
ら
記
念
の
花
束
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
ら
き
の

落
成
式

３
月
30
日
（
火
）
に
、
新
木
野
地

区
に
開
所
し
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

あ
ら
き
の
の
落
成
式
に
出
席
し
ま
し

た
。

い
つ
も
と
違
う
表
紙
に
驚

か
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
今
回
は
御
嵩
町
議
会

町
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
の
特

別
号
を
ま
っ
さ
き
に
ご
覧
い

た
だ
く
仕
掛
け
を
施
し
ま
し

た
。
議
会
事
務
局
O
係
長

ナ
イ
ス
ア
イ
デ
ア
！

今
回
宣
伝
し
ま
し
た
御
嵩

町
議
会
町
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー

チ
は
、
犬
山
市
議
会
の
市
民

フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
を
御
嵩
町

バ
ー
ジ
ョ
ン
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
も
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

声
を
お
き
き
す
る
新
し
い
取

り
組
み
と
な
り
ま
す
。

こ
の
試
み
が
無
事
開
催
で

き
れ
ば
議
会
の
た
よ
り
で
特

集
し
ま
す
の
で
、上
限
5
人
が

埋
ま
っ
た
と
あ
れ
ば
紙
面
は

大
変
賑
や
か
な
も
の
と
な
る

で
し
ょ
う
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。（
中
止
の
場

合
は
こ
の
編
集
後
記
は
空
振

り
と
な
り
ま
す
…
）

 

（
S
・
R
）

編
集
後
記




